
難病と在宅ケア (2006.09) 12巻6号:53～55.

排尿障害教室  
二分脊椎症の排尿管理

谷口成実



二分脊椎とは、生まれつき脊椎の癒合が完全に行
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二分脊椎とは

|ますがu､二分脊椎症は脊髄障害と末梢神経障害が療関係者が活用できるような診療ガｲドﾗｲﾝによ

(第１回）

が､その部位から下の運動機能と知覚が麻庫し、排尿管理の目的は、腎臓の機能をまもること、尿

んどは勝耽や直腸の機能にも大きく影響を及ぽ路の炎症予防、尿失禁の防止にあります。二分脊椎

す。症の尿路管理は、自己導尿の出現や、腎機能障害の

常であれば、蓄尿時は勝耽弛緩し、排尿時は勝危険因子が明かになるにつれて、適切な尿路管理の

縮し尿道は弛緩するためスムーズな排尿となり重要性が叫ばれています。そこで幅広い範囲で、医

二分脊椎症の排尿管理

経の障害を生じます。主に腰椎、仙椎に発生し
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Ｉ組み合わさる形となります（図１）。つまり、個々

の排尿状態を把握して、排尿を管理していく必要が

生じます。

そのような場合、脊髄が形成不全を起こし様々 排尿管理
、
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われず、一部開いたままの状態にあることをいいま

排尿管理
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図１正常な排尿と障害部位による排尿障害のパタン
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